
孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病とてんかん重積の
鑑別における脳波上のepileptiform dischargesの解析

解 説

1. 脳波上のCSSEDsはSE群と比較し、MM1/古典型 sCJD群において高頻度に検出さ
れた。一方、LPDsはSE群において高頻度に認めた。

2. CSSEDsおよびLPDsは、WHOの診断基準の脳波の診断項目に加えた場合の
probable CJD診断までの期間を有意に短縮させた。CSSEDsのみを診断基準に加え
た場合、優位差はないものの平均診断期間を短縮する傾向があった。
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1. MM1/古典型 sCJD群の脳波上のepileptiform discharge
MM1/古典型 sCJDおよびてんか
ん重積の脳波において、左記の3
種類のepileptiform dischargeを解
析した。
MM1/古典型 sCJD群において、
CSSEDs、LPDsはそれぞれ5例
(55.6%)、1例(11.1%)に検出された。
SE群において、CSSEDs、LPDsは
それぞれ1例(5.0%)、2例(10.0%)に
検出された。
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2. WHOの診断基準の脳波の診断項目にepileptiform discharge
を加えた場合のprobable CJD診断までの期間
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